
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆編集後記☆ 寒暖の差が激しく、乾燥気味で風の強い日が 
多かった５月。思ったより水道の水も冷たく、気温が高いからと言って
土の温度はまだ低いのかな？と感じます。野菜や果樹は生理障害に注
意し、我々人間は熱中症にならないよう作業しましょう！ 

 

http://www.ds-agro.co.jp/ 

Produse by 

◇店舗所在地：秋田県横手市平鹿町上吉田字車長根 83 ◇TEL.0182-24-1101  2019.6.7 

ワンステージ粒剤 １㎏ 
\1,940- (税抜) 

  
 取りこぼしたノビ 

エ退治にオススメ 

のノビエ専用剤。 

根から除草成分を 

吸収させ、じっく 

 り確実に枯らしつ 

つ、約２週間発生を抑えます。 

実はホタルイの生育抑制効果も 

期待できる面白い剤です☆ 

 

当
店
の 

苦土入り肥料各種 

ＰＫマグ 32、マグボーナス 
スターマグ 25 15～20 ㎏ 

\1,315～(税抜) 
 
マグネシウムの事 

を「苦土」と言い、 

石灰や肥料にもわ 

ずかずつ入ってい 

ますが、毎年ある 

程度の量を補わないと欠乏症が 

発生しやすい大事な成分です。 

特に堆肥中心の施肥の場合など 

元肥や追肥として一緒に使って 

おくと安心でしょう♪ 

この３点の他にも色々な微量要 

素を含んだ商品があり、環境が 

変化している今だからこそ常備 

してほしい商品ばかりです！ 

 
■気象庁発表・・・東北太平洋側は平年と同
様に曇りや雨の日が多いでしょう。  
☺ 「梅雨入りも間近か！？ 年々気温が上昇して

いるので植物も人間も暑さ対策を万全に…」 
６/８～７/７ 
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30
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40
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※確率(%)■低い ■平年並 ■高い 

 

◆週別の気温  
・１週目＝平年並の

確率 50％ ・２週目

＝高い確率 50％  

・３～４週目＝平年並

の確立 40％ 

●水稲・・・５月の強風や寒暖の差 

により育苗中にもみ枯細菌病やムレ

苗、立ち枯れ等が散見された年でし

た。田植え後は好天に恵まれ生育も

順調のようですが、雑草の発生が早

く、アカヒゲホソミドリカスミカメが多い

予想なので注意が必要です。 

葉いもち病の箱処理をしていない

圃場はオリゼメートかブイゲットを６/１

５～２０頃を目途に散布しましょう。 

●そさい・・・６月に入りやっと恵 

みの雨が降りましたが、高温乾燥傾

向が続きそうなのでマルチや敷きワラ

などで対策を★ 水やりの際は深く浸

みるようたっぷりと（根上がり防止）！ 

また蝶目害虫にもご注意ください。 

●果樹・・・開花日は各樹種ともほ 

ぼ平年並。６/３の生育調査では平

年よりやや進んでおり結実量は比較

的多いとのこと。ただし、結果不良や

奇形果も多いので摘果を急ぎましょ

う。病害虫では黒星病や果樹カメム

シ類が多い予想ですが、昨年ハダニ

類が多かった園地は土壌を含めた

防除を開始してください！ 

予約注文承り中♪ 

光合成ＵＰ 

成長促進 

優れた静菌作用 

果実品質の 
保持等に！ 


